
平和・自立・共生　ともにつくる黄
こ

金
がね

南
は え

風の平
さ と

和郷・はえばる

はえるん

平成27年度予算決まる
短時間就労対応型保育はじまる
政務活動費収支・委員会県外視察
12人の議員が一般質問

２
6
10
１２

題字：與座　七瀬さん
（津嘉山小学校6年生）

写真：安部良嗣さん
（津嘉山竹の子学童クラブ）

「じゃがいもの収穫祭〜！
自分で植えて、自分で食べる」

平成27年
3月定例会

NO.189
平成27年5月22日発行
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平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算

平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算

 特別会計を含み総額210億9千万円 　  （前年比10億537万円の増）

 子育て支援の充実に　 向けた予算に重点
3 月
定例会

3
月
3
日
〜
25
日
ま
で
の
23
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
予
算
を
中
心
に
審
議
し
、
6
会
計
す
べ
て
を
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
す
べ
て
の
議
案
を
可
決
し
、
一
般
質
問
は
12
人
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。

 
予
算
は
留
意
事
項
を
付
け
可
決

 

当
初
予
算
2
4
3
0
万
円
減
額

歳　
入

歳　
出

［
一
般
会
計
予
算
］

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
の
周
知
徹
底
を

　

新
制
度
導
入
に
と
も
な
う
制
度
の
改
正
点
は
、
町
民
へ
の
周
知
・
広
報

を
徹
底
し
、
事
務
執
行
に
あ
た
る
こ
と
。

幼
稚
園
4
園
の
教
室
に
空
調
を
整
備
す
る
こ
と

　

4
歳
児
受
け
入
れ
に
対
応
す
る
た
め
新
増
築
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
増

築
す
る
す
べ
て
の
教
室
に
空
調
を
整
備
す
る
こ
と
。
実
施
設
計
に
あ
た
っ

て
は
、
事
務
室
や
保
健
室
等
の
環
境
整
備
も
視
野
に
入
れ
る
こ
と
。

南
風
原
物
産
展
の
調
査
・
研
究
を

　

南
風
原
物
産
展
の
開
催
は
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
調
査
や
物
産
店
の
持
ち

方
を
工
夫
す
る
な
ど
、
調
査
・
研
究
に
努
め
る
こ
と
。

［
下
水
道
事
業
特
別
会
計
］

供
用
開
始
の
周
知
を
す
み
や
か
に

　

下
水
道
布
設
工
事
完
了
後
す
み
や
か
に
供
用
開
始
を
公
示
す
る
こ
と
。

平成
27年度 いま、町の財政は？

一般会計＋特別会計 

沖縄振興特別推進交付金

○当初予算総額は？
210億9,586万円

町民1人あたり57万円

○今年度の町の借金は？
13億7,080万円

一般会計…11億2,960万円
下水道事業…1億6,530万円

土地区画整理事業…7,590万円

○平成27年度末の借金残高見込みは？
179億6,026万円

町民1人あたり　48万6千円
○基金の合計（11基金）平成27年度末の預金は？

　16億1,494万円
町民1人あたり　4万3千円

○平成27年度の町の配分額は？
6億円

※一括交付金＝事業費の8割
※人口3月末現在　3万6,989人

　

一
般
会
計
予
算
は
、

129
億
8
千

270
万
円
で

26
年
度
よ
り
0.2
％
減
と
な
り
ま
し
た
。

■
歳
入
…
自
主
財
源
は
対
前
年
度
比
3.2
％
増

と
な
り
ま
し
た
。
自
主
財
源
の
大
部
分
を
占

め
る
町
税
が
1
億
3
千
2
万
円（
3.8
％
）
増

額
し
て
い
ま
す
。
分
担
金
負
担
金
は
、
対
前

年
度
比
1
千

357
万
円
（
4.0
％
）
の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。
主
な
原
因
と
し
て
階
層
区
分

の
高
い
児
童
の
増
、
さ
ん
ご
保
育
園
分
園
に

よ
る
保
育
料
及
び
主
食
費
の
増
等
が
あ
り
ま

す
。

■
歳
出
…
扶
助
費
（
住
民
福
祉
の
た
め
の
経

費
）
は
前
年
度
よ
り
5.1
％
増
え
ま
し
た
。
介

護
給
付
・
訓
練
等
給
付
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
受

給
者
の
増
、
児
童
発
達
支
援
及
び
放
課
後
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
等
の
増
加
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

幼
稚
園
就
園
援
助
事
業
の
実
施
等
も
原
因
の

ひ
と
つ
で
す
。

用語の説明
町税　　	 みなさまからの税金
繰入金	 町の貯金を下ろして使う金額
国・県支出金	 使う目的が決まっている国や県からの補助金
地方交付税	 自治体運営の均衡を保つため国から配分される金額
町債	 町の借金

民生費　お年寄りや児童福祉、保育所の運営
土木費　道路や公園の整備
教育費　学校教育や生涯教育
総務費　職員の人件費や役場の管理
公債費　借金の返済
衛生費　ごみ処理や予防接種

歳入
自主財源
37.5％

依存財源
62.5％

自主財源

依
存財

源

■一 般会計　 1 2 9 億 8 , 2 7 0 万 円 ■

歳出

町税35億4,908万円
民生費
49億5,972万円

土木費
18億7,482万円

教育費
20億5,483万円

総務費
11億2,052万円

公債費
10億232万円

衛生費
8億8,153万円

その他(労働費等)5,554万円消防費
4億1,617万円

農林水産業費
3億2,365万円

商工費
1億6,318万円
議会費1億3,042万円

地方交付税
21億5,200万円

国庫支出金
18億6,776万円

県支出金
23億3,254万円

町債（借入金）
11億2,960万円

地方消費税交付金
5億1,737万円

その他（地方譲与税、
地方特例交付金等）
1 億 766 万円

繰入金
3億9,151万円
その他

（分担金及び負担金、
使用料手数料等）
9億3,518万円
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平
成
27
年
度
特
別
会
計
予
算

平
成
27
年
度
注
目
事
業

平
成
27
年
度
注
目
事
業

幼稚園の就園援助 427万円

病児病後児保育事業 494万円

幼稚園料改定 土曜日保育実施　

町外認可外保育園児へ補助 191万円

経済的な理由で幼稚園就学が困難な世帯に援助します。
（給食費・おやつ代）

教育総務課　889-2620

風邪等で児童が保育園などに通うことができない場合、
一時的に病院で預かります。

こども課　889-7028

幼稚園保育料が所得に応じて算定されます。
また、土曜日の預かり保育も実施します。

その他の改訂
●入園料の廃止
●幼稚園生〜小学校3年生までに兄弟がいる場合も
　減免されます。

学校教育課　889-6181

これまで対象外であった「町外認可外保育園に通う町
内の児童」に対し、補助します。

児童一人当たり  月額1,500円

こども課　889-7028

対 象
児童が病気の治療中や

回復期で、保護者が就労の
ため自宅での保育が

困難な場合

指定医料機関
わんぱくクリニック

第五次総合計画策定事業 2,830万円 第五次総合計画の基本構想の策定

図書の整備充実事業 1,359万円 横断検索システムの構築委託料を含む

南風原中学校普通教室改善整備事業 865万円 南風原中学校の特に暑い普通教室に空調を設備

食の応援事業 556万円 油を使わない食事と、野菜レシピ集の全世帯配布等

特別慶弔金事業 189万円 戦没者等の遺族に対する特別慶弔金

消費者行政活性化事業 137万円 消費者被害を未然に防止するための窓口を開設

雇
用
創
出
や
地
域
活
性
化
の
た
め

平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算
に

９
５
５
７
万
円
追
加
し
ま
し
た
。

※
平
成
27
年
度
へ
の
繰
越
予
算
と
な
り
ま
す
。

地
域
活
性
化
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

事
業
費　
６
４
５
１
万
円

　

町
内
消
費
を
拡
大
す
る
た
め
、
町
民
を
対
象

に
６
千
円
の
商
品
券
を
５
千
円
で
販
売
し
ま
す
。

（
プ
レ
ミ
ア
ム
率
20
％
）

問
商
品
券
は
い
つ
か
ら
、
ど
こ
で
購
入
で
き
る
か
。

答
商
工
会
に
委
託
し
、
６
月
頃
の
販
売
を
予

定
し
て
い
る
。
販
売
の
準
備
が
整
い
次
第
、
町

民
に
対
し
、
周
知
を
行
う
。

雇
用
創
出
と
人
口
増
加
を
調
査

事
業
費　
８
８
０
万
円

　

雇
用
を
作
り
出
し
、
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン

人
口
を
増
や
す
た
め
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

町
民
の
健
康
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト

事
業
費　
２
１
０
６
万
円

　

黄
金
森
陸
上
競
技
場
に
ト
レ
ー
ナ
ー
を
配
置

し
ま
す
。
各
字
公
民
館
に
血
圧
計
も
設
置
し
ま
す
。

会計 平成27年度 平成26年度 増減額 増減率

　　　一般会計 129億8,270万円 130億700万円 ▲2,430万円 ▲0.2％

　　　国保 57億5,585万円 47億1,107万円 10億4,478万円 22.2％

　　　後期高齢 2億2,958万円 2億2,083万円 875万円 4.0％

　　　下水道 7億4,900万円 7億9,064万円 ▲4,164万円 ▲5.3％

　　　土地区画 13億5,682万円 12億9,144万円 6,538万円 5.1％

農集排 2,191万円 2,113万円 78万円 3.7％

合計 210億9,586万円 200億4,211万円 10億5,375万円 5.3％

国民健康保険
診療報酬を点検すべき金額が1件30万円以上
から1件1円以上に変更があったため、点検業
務の強化と給付の適正化を図ります。

土地区画整理事業
津嘉山ハイツの造成工事に係る建物の移転や、
国道507号バイパス周辺の処分を行います。

後期高齢者医療保険
特別徴収保険料は被保険者が46人増えたこと
により1,346万円の増となります。
※保険料は後期高齢者医療広域連合へ納められます。

農業集落排水事業
下水道管の詰まり等に対応するために管内（神
里地区）の調査及び清掃を予定しています。

下水道事業
津嘉山北土地区画整理事業地域を重点地区と
し、新川、山川、与那覇地区においても順次
整備を進めます。

特別会計
平成27年度の特徴

特
別
会
計

4歳

第3子
（無料）

第2子
（半額）

第1子

5歳 小1 小2 小3

那覇東バイパス
丸亀製麺
津嘉山店
TSUTAYA
国場店

ダイレックス
津嘉山店

ゲオ津嘉山店

サンエーつかざんシティ

メディカルプラザ
つかざん

暮らしにより身近な予算
●      ●
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賛
否･

意
見
書

条
例
・
人
事

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
の
就
労
実
態
に
応
じ

て
、
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
な
最
大
限

の
枠
と
し
て｢

保
育
必
要
量｣
を
設
定

し
ま
す
。

【
保
育
標
準
時
間
】

・
フ
ル
タ
イ
ム
の
就
労
を
想
定

・
１
カ
月
あ
た
り

120
時
間
以
上
の
就
労

・
利
用
可
能
な
時
間
帯
は
最
大
11
時
間

【
保
育
短
時
間
】

・
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
就
労
を
想
定

・
１
か
月
64
〜

120
時
間
未
満
の
就
労

・
利
用
可
能
な
時
間
帯
は
最
大
８
時
間

※
利
用
可
能
な
時
間
帯
を
超
え
た
場
合

は
、
延
長
保
育
と
な
り
ま
す
。

こ
ど
も
課　

８
８
９-

７
０
２
８

医
療
費
助
成
の
拡
充

難
病
・
特
定
疾
病
の
対
象
拡
大

　

難
病
や
子
ど
も
の
慢
性
疾
病
は
医
療

費
助
成
の
対
象
と
な
ら
な
い
病
気
が
あ

り
ま
し
た
。
平
成
27
年
か
ら
医
療
費
助

成
の
対
象
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

　

新
た
な
医
療
助
成
制
度
が
で
き
た
こ

と
で
、
本
町
の
こ
ど
も
医
療
費
助
成
条

例
も
改
正
し
ま
す
。

【
指
定
難
病
】

・
自
己
負
担
は
２
割
に
引
き
下
げ

・
所
得
に
応
じ
た
負
担
上
限
額
を
設
定

 【
小
児
慢
性
特
定
疾
病
】

・
就
学
し
て
い
る
子
ど
も
の
自
己
負
担　

　

は
３
割
か
ら
２
割
に
引
き
下
げ

・
自
己
負
担
額
は
難
病
の
２
分
の
１

■
教
育
委
員

　

平
田　

峯
子　

氏
（
本
部
）

　

教
育
委
員
会
の
構
成
員
で
、
教
育

や
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
等
の
施
策
を
展

開
し
ま
す
。

■
人
権
擁
護
委
員

　

仲
村　

博
幸　

氏(

津
嘉
山)

　

金
城　

宏
伸　

氏(

津
嘉
山)

　

人
権
侵
略
に
よ
る
被
害
者
の
相
談
な

ど
に
応
じ
ま
す
。
ま
た
、
人
権
に
関
心

を
持
つ
よ
う
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

■
固
定
資
産
評
価
委
員

　

大
城　

德
明　

氏(

兼
城)

　

仲
里　

安
則　

氏(

宮
城)

　

城
間　

眞
一   

氏(

津
嘉
山)

　

独
立
し
た
第
三
者
的
な
立
場
で
、

町
長
が
決
定
し
た
固
定
資
産
の
評
価

額
を
適
正
化
審
査
し
ま
す
。

教
育
委
員
な
ど
行
政
委
員

６
人
決
ま
る
全
会
一
致

パ
ー
ト
タ
イ
ム
就
労
も
保
育
園
利
用
可
能
に

就
労
実
態
に
合
わ
せ｢

保
育
短
時
間｣

設
定

条　例
全会一致で
可　決

パートに行くとき子ども
を預かる人がいない。

両親どちらかがパート
タイムの共働き世帯、
パートタイムのひとり
親世帯でも保育園が利
用できます。

保育標準時間

保育短時間

※開所時間及び延長保育の時間は各施設によって異なります

指定難病

平成27年1月1日

平成27年夏

第1次実施

第2次実施

小児慢性特定疾病

（延長保育）

（延長保育）

← 最大11時間※ →
　　　　　（利用可能な時間帯）

← 最大8時間※ →
　　　  （利用可能な時間帯）

（延長保育）

（延長保育）

56疾病

110疾病

約300疾病

514疾病

704疾病

議　案

採
決
の
結
果

知
念 

富
信

新
垣 

由
雄

大

城

 

勝

大
宜
見 

洋
文

照
屋 

仁
士

赤
嶺 

奈
津
江

浦
崎 

み
ゆ
き

花
城 

清
文

赤
嶺 

雅
和

大

城

 

毅

宮
城 

寛
諄

上
原 

喜
代
子

玉

城

 

勇

金
城 

好
春

大
城 

真
孝

宮
城 

清
政

安倍政権による民意無視
での辺野古新基地建設の
強行に抗議し、新基地建
設の中止と普天間基地の
閉鎖・撤去を求める意見書

可　
決

× ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × —

南風原町職員の給与に関
する条例等の一部を改正
する条例

可　
決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ —

○：賛成　×：反対　欠：欠席　－：宮城清政議員は議長のため採決に加わっていません

新
基
地
建
設
の
中
止
と

普
天
間
基
地
閉
鎖･

撤
去

を
求
め
る
意
見
書

　

名
護
市
長
選
挙
、
県
知
事
選
挙
や
衆

議
院
選
挙
の
結
果
で
、
名
護
市
辺
野
古

へ
の
米
軍
新
基
地
建
設
の
中
止
を
求
め

る
県
民
の
民
意
は
明
確
に
示
さ
れ
た
。

　

し
か
し
政
府
は
新
基
地
建
設
に
向
け
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
を
辺
野

古
の
海
の
岩
礁
破
砕
許
可
区
域
内
外
に

投
入
し
、
自
然
環
境
を
破
壊
し
て
い
る
。

  

さ
ら
に
県
知
事
と
の
対
話
や
要
請
を

拒
否
し
、
新
基
地
建
設
作
業
を
強
行
し

て
い
る
。

　

本
町
議
会
は
海
上
保
安
庁
の
過
剰
警

備
を
止
め
る
よ
う
求
め
る
。

　

民
意
を
無
視
し
、
辺
野
古
沖
の
埋
め

立
て
作
業
を
強
行
す
る
政
府
に
抗
議
し
、

米
軍
新
基
地
建
設
の
中
止
と
、
普
天
間

基
地
の
閉
鎖
・
撤
去
を
強
く
要
求
す
る
。

提
出
者　
大
城
毅

あ
て
先　

内
閣
総
理
大
臣　

他

＊
意
見
書
か
ら
一
部
抜
粋
し
て
い
ま
す

町
職
員
の
給
料
表
水
準
を

平
均
2
％
引
き
下
げ

勤
勉
手
当
も
導
入

給
与
条
例
の
改
正
ポ
イ
ン
ト

①
給
料
表
の
引
き
下
げ

　

人
事
院
勧
告
等
に
基
づ
く
給
料
表
の

改
正
で
す
。
高
齢
層
給
与
を
抑
制
し
、

給
料
表
の
水
準
を
平
均
2
％
引
き
下
げ

ま
す
。

②
勤
勉
手
当
を
導
入

　

勤
勉
手
当
は
各
職
員
の
勤
務
成
績
に

応
じ
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。
公
務

上
の
け
が
等
に
よ
る
休
職
以
外
の
休
業

が
一
定
期
間
あ
る
場
合
、
ボ
ー
ナ
ス
算

定
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

③
人
事
評
価
を
試
験
導
入

　

国
は
人
事
評
価
を
平
成
28
年
度
に
施

行
し
ま
す
。
町
は
体
制
づ
く
り
の
た
め

27
年
度
か
ら
人
事
評
価
を
試
験
導
入
し

ま
す
。
審
査
の
過
程
で
、
評
価
を
行
う

管
理
職
に
十
分
な
研
修
を
行
う
よ
う
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

賛否分かれる
賛否が分かれた議案とその内容を掲載します。

また、すべての議案の賛否は町議会のホームページで掲載します。
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委
員
会
レ
ポ
ー
ト

現
場
調
査

臨時福祉給付金 子育て世代
臨時特例給付金

金額 6千円／1人 3千円／1人

通知 8月〜（予定） 6月〜（予定）

支給 10月（予定） 10月（予定）

対象 町民税（均等割）が
課税されていない者

平成27年6月分の児童
手当の受給者

●●●●●●●

●●●●●●●

議
案
を
よ
り
深
く
審
査
す
る
た
め
、必
要
な
書
類
、

資
料
を
求
め
、２
つ
の
所
属
委
員
会
に
分
か
れ
、

担
当
課
へ
質
疑
し
ま
し
た
。

委
員
長
：
浦
崎
み
ゆ
き　

副
委
員
長
：
金
城
好
春

委　
　

員
：
新
垣
由
雄
・
大
城
勝
・
大
宜
見
洋
文

　
　
　
　
　

照
屋
仁
士
・
赤
嶺
奈
津
江
・
大
城
毅　

第
五
次
総
合
計
画
策
定
は
じ
ま
る

第
五
次
総
合
計
画
の
策
定
に
向

け
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
。

第
五
次
総
合
計
画
は
平
成
29
年

度
か
ら
10
年
先
の
町
が
目
指
す
姿
を

描
い
た
計
画
と
な
る
。
ま
ち
づ
く
り

基
本
条
例
の
趣
旨
に
添
っ
て
策
定
す

る
。
平
成
27
年
度
か
ら
住
民
会
議
を

設
け
、
メ
ン
バ
ー
は
公
募
す
る
。
27

年
度
か
ら
第
四
次
総
合
計
画
の
検
証

と
第
五
次
総
合
計
画
の
基
本
構
想
の

策
定
に
向
け
て
取
り
組
む
。

委
員
長
：
玉
城
勇　

副
委
員
長
：
上
原
喜
代
子

委　
　

員
：
知
念
富
信
・
花
城
清
文
・
赤
嶺
雅
和  	

宮
城
寛
諄
・
大
城
真
孝

中
学
校
に
理
科
教
科
支
援
員
配
置

中
学
校
の
ヘ
ル
パ
ー
は
4
人
か
ら

6
人
に
増
員
と
な
っ
て
い
る
。
2
人

増
の
理
由
は
何
か
。

中
学
校
に
理
科
教
材
支
援
員
を

新
た
に
各
１
人
配
置
す
る
。
実
験
の

準
備
片
付
け
や
教
員
を
補
佐
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
実
験
中
、

教
員
の
目
が
届
き
に
く
い
部
分
も
サ

ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

防
虫
・
防
風
ネ
ッ
ト
に
補
助

病
害
虫
な
ど
か
ら
農
作
物
を
守

る
た
め
の
資
材
購
入
費
に
補
助
し
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
資
材
か
。

小
規
模
農
家
へ
の
支
援
と
し
て

生
産
者
が
自
ら
行
う
防
止
対
策
資
材

に
補
助
し
て
い
る
。
防
虫
ネ
ッ
ト
や

防
風
ネ
ッ
ト
、
園
芸
用
パ
イ
プ
、
防

風
資
材
と
な
る
。
ネ
ッ
ト
は
購
入
費

の
50
％
、
資
材
は
30
％
を
補
助
し
、

上
限
額
は
20
万
円
で
あ
る
。

産
業
振
興
課　

8
8
9-

4
4
3
0

２
つ
の
臨
時
給
付
金
は

臨
時
福
祉
給
付
金
と
子
育
て
世

帯
臨
時
特
例
給
付
金
が
平
成
27
年
度

も
継
続
さ
れ
る
が
、
具
体
的
な
内
容

は
ど
う
か
。

２
つ
の
給
付
金
は
次
の
よ
う
に

な
る
。

委員会
レポート

総
務
民
生
委
員
会

経
済
教
育
委
員
会

問

問

問

問

答

答

答

答

自然災害や病害虫から農作物を守るネット

理科支援員が授業をサポートしている様子

基本構想
10年計画

基本計画
5年（前・後期）計画

実施計画
毎年見直し

第五次総合計画

予
算
審
査
の
た
め
、全
員
で
現
場
を
調
査
し
ま
し
た
。

町
の
お
金
が
適
切
に
活
用
さ
れ
る
か
、

直
接
見
て
審
査
の
参
考
と
し
ま
し
た
。

現場
調査

４
歳
児
受
入
に
向
け
た

４
幼
稚
園
の
増
築

事
業
費　

３
億
５
８
１
２
万
円

　
幼
稚
園
で
平
成
28
年
度
か
ら
４
歳

児
を
受
け
入
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

各
園
増
築
を
行
い
ま
す
。
教
室
の
増

築
の
み
で
な
く
、
事
務
室
等
の
増
築

も
検
討
す
る
よ
う
提
案
し
ま
し
た
。

問
各
園
何
教
室
増
築
す
る
の
か
。

答
津
嘉
山
幼
稚
園
は
３
教
室
、
そ

の
他
は
２
教
室
増
や
す
予
定
で
あ
る
。

事
業
所
内
保
育
に
地
域
枠
10
人

事
業
費　

２
２
９
０
万
円

　
東
新
川
の
「
よ
い
サ
マ
リ
ア
人び

と
保

育
園
」
で
新
た
に
地
域
枠
10
人
を
受

け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
運
営

費
を
補
助
し
ま
す
。
保
育
す
る
環
境

を
確
認
し
ま
し
た
。

問
事
業
所
職
員
の
児
童
が
増
え
た

場
合
、
地
域
枠
を
確
保
で
き
る
か
。

答
事
業
所
の
職
員
分
だ
け
で
定
数

に
達
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
調
整

し
、
地
域
枠
の
確
保
に
努
め
る
。

黄
金
森
陸
上
競
技
場
の
芝
管
理

ウ
ガ
ン
ヌ
前
公
園
整
備

事
業
費　

１
億
２
万
円

　
ウ
ガ
ン
ヌ
前
公
園
（
宮
平
）
は
高

台
に
あ
る
た
め
、
周
辺
道
路
の
高
さ

に
下
げ
る
工
事
を
直
接
確
認
し
ま
し
た
。

津
嘉
山
北
土
地
区
画
整
理

事
業
費　

３
億
１
７
５
７
万
円

事
業
費　

１
８
４
８
万
円

　

黄
金
森
陸
上
競
技
場
の
フ
ィ
ー
ル

ド
芝
生
を
整
備
し
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー

の
キ
ャ
ン
プ
等
を
誘
致
し
、
観
光
資

源
に
つ
な
げ
る
た
め
の
事
業
で
す
。

問
芝
生
は
ど
う
管
理
す
る
か
。

答
芝
を
育
成･

管
理
す
る
た
め
芝
生

作
業
嘱
託
員
を
配
置
し
て
い
る
。
嘱

託
員
は
県
事
業
「
芝
ん
ち
ゅ
事
業
」

の
専
門
業
者
か
ら
芝
管
理
の
指
導
を

一
年
間
受
け
て
い
る
。

問 工事完了はいつか。
 答 平成27年度完了の 
予定である。

問 物件補償や造成はどこを行う予定か。
 答津嘉山ハイツ周辺を中心に行う。
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委
員
会
県
外
視
察

臨
時
会
・
政
務
活
動
費
収
支

議会運営の先進事例を学ぶため、県外で視察を行いました。内容を要約して報告します。

議会運営委員会
1月20日～23日　旅費／１人あたり15万2千円

議会広報常任委員会
2月2日～5日　旅費／１人あたり15万2千円

県外視察を報告します 求
職
者
の
雇
用
マ
ッ
チ
ン
グ

事
業
費
２
９
６
１
万
円

　　
企
業
と
求
職
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を

図
る
た
め
、
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
す
。

町
が
企
業
等
か
ら
求
人
情
報
を
直
接
集

め
、
情
報
を
管
理
し
ま
す
。
無
料
職
業

紹
介
所
も
設
置
し
雇
用
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
こ
れ
ま
で
の
さ
と
う
き
び
刈
り
入

れ
な
ど
の
職
業
案
内
と
何
が
違
う
か
。

答
農
業
以
外
に
も
範
囲
を
広
げ
、
求

人
情
報
を
集
め
る
。
独
自
に
入
手
し
た

デ
ー
タ
と
職
安
の
デ
ー
タ
を
閲
覧
で
き

る
シ
ス
テ
ム
構
築
を
行
う
。

問
職
業
案
内
所
は
い
つ
で
き
る
か
。

答
シ
ス
テ
ム
を
構
築
後
に
開
設
す
る

た
め
、
現
時
点
で
は
未
定
で
あ
る
。

産
業
振
興
課　

８
８
９-

４
４
３
０

学
童
保
育
料
を
１
／
２
補
助

補
正
分
事
業
費
：
４
０
２
万
円

　

　
所
得
の
低
い
ひ
と
り
親
世
帯
の
学
童

ク
ラ
ブ
保
育
料
を
２
分
の
１
補
助
し
ま

す
。(
上
限
５
千
円)

こ
ど
も
課　

８
８
９-

７
０
２
８

　

一
括
交
付
金　
４
３
８
３
万
円
が
内
諾

町
民
生
活
に
よ
り
近
い
２
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

一
般
会
計
予
算
は
総
額
１
３
０
億
２
６
９
３
万
円
。

※
一
括
交
付
金
は
事
業
費
の
80
％
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

臨時会
4月27日

平成２６年度政務活動費収支報告書
「政務活動費」政務活動費は、議員の町政に関する調査研究等に必要な経費の一部として交付されるものです。
交付金額は、議員１人当たり年間 18 万円を 4 月、10 月の半期ごとに申請を受けて交付しています。
 ※交付総額から支出の総額を控除して残余がある場合は返還になります。

氏名
（議席番号順）

交付
総額

用　　途
残余金 内　　容

調査研究費 研修費 広報・広聴費 資料作成費 資料購入費 合計

知念　富信 180,000 51,305 32,740 84,045 95,955 視察研修（熊本市、鹿児島市）等

新垣　由雄 90,000 19,540 19,540 70,460 書籍等

大城　　勝 90,000 51,715 840 37,909 90,464 視察研修（熊本市、鹿児島市）等

大宜見　洋文 90,000 56,057 24,169 80,226 9,774 視察研修（熊本市、鹿児島市）等

照屋　仁士 180,000 7,200 7,200 172,800 書籍等

赤嶺　奈津江 180,000 85,184 85,184 94,816 パソコン購入、書籍等

浦崎　みゆき 180,000 14,906 550 25,952 41,408 138,592 視察研修 ( 石垣市 )、書籍等

花城　清文 90,000 96,340 96,340 活動報告作成等

赤嶺　雅和 180,000 52,385 52,715 105,100 74,900 視察研修（熊本市、鹿児島市）等

大城　　毅 180,000 179,088 4,524 183,612 アンケート収集等

宮城　寛諄 180,000 188,298 16,224 204,522 アンケート収集等

上原　喜代子 180,000 10,492 10,492 169,508 書籍等

玉城　　勇 180,000 57,099 12,024 69,123 110,877 視察研修（熊本市、鹿児島市）等

金城　好春 180,000 54,903 54,903 125,097 視察研修（熊本市、鹿児島市）等

大城　真孝 － 交付申請なし

宮城　清政 180,000 14,854 14,854 165,146 書籍等
中村　　勝 90,000 22,050 22,050 67,950 書籍等

計 2,430,000 338,370 550 463,726 840 365,577 1,169,063 1,295,875

キッズクラブ・カナカナ
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一
般
質
問 

照
屋
　
仁
士 

議
員

一
般
質
問 

花
城
　
清
文 

議
員

問 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
が

４
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
。
幼
稚
園
の
３

歳
児
入
園
は
ど
う
す
る
か
。

教
育
長　

３
歳
児
保
育
は
ニ
ー
ズ
を
調

査
す
る
。

問 

幼
稚
園
で
は
土
曜
預
か
り
保
育
を

始
め
る
が
職
員
の
採
用
は
で
き
て
い
る

か
。

教
育
長　

職
員
は
平
成
27
年
度
に
２
人

採
用
す
る
。
28
年
度
以
降
も
年
次
的
に

採
用
を
予
定
し
て
い
る
。

問 
教
育
長
は
園
長
も
土
曜
日
は
出
勤

す
る
と
答
弁
し
て
い
た
。
そ
れ
は
ど
う

な
る
か
。

教
育
長　

預
か
り
保
育
は
正
規
職
員
１

人
と
臨
時
職
員
を
午
前
、
午
後
に
１
人

配
置
す
る
。
園
長
は
普
段
の
土
曜
日
出

勤
は
予
定
し
て
い
な
い
。

問   

職
員
室
が
狭
く
机
を
置
く
場
所
も

な
い
。
そ
れ
は
ど
う
す
る
か
。

教
育
長　

職
員
室
の
増
築
も
検
討
す
る
。

陸
軍
病
院
壕
へ
の

遊
歩
道
整
備
は

問 

文
化
セ
ン
タ
ー
と
沖
縄
陸
軍
病
院

南
風
原
壕
群
20
号
を
結
ぶ
遊
歩
道
を
整

備
で
き
な
い
か
。
観
光
客
の
誘
致
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

陸
軍
病
院
壕
ま
で
の
遊
歩
道

は｢

飯
上
げ
の
道｣

の
一
部
を
含
め
平

成
21
年
度
に
整
備
し
た
。

問 

本
町
か
ら
平
和
を
発
信
す
る
た
め
、

文
化
セ
ン
タ
ー
内
に
映
画
館
を
常
設
し

て
は
ど
う
か
。

教
育
長　

文
化
セ
ン
タ
ー
内
に
映
写
室

が
あ
る
。
沖
縄
戦
等
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
収
蔵
し
、

平
和
学
習
へ
の
利
用
を
進
め
て
い
る
。

新
川
の
下
水
道
整
備
は

問 

下
水
道
へ
の
接
続
は
浄
化
槽
を

設
置
し
て
か
ら
で
は
難
し
い
。
新
川
の

下
水
道
整
備
を
早
く
で
き
な
い
か
。

副
町
長　

平
成
27
年
度
に
私
道
が
町
に

移
管
す
る
こ
と
に
同
意
が
得
ら
れ
た
ら

28
年
度
に
測
量
と
設
計
を
行
う
。
工
事

は
29
年
度
と
な
る
。

旧
伊
佐
商
店
横
の

町
道
拡
張
を

問  

県
道

241
号
線
は
車
の
渋
滞
で
合
流

が
厳
し
い
。
新
川

166
番
地
旧
伊
佐
商
店

横
か
ら
南
風
原
バ
イ
パ
ス
間
の
町
道
を

拡
幅
で
き
な
い
か
。

副
町
長　

町
道
整
備
の
必
要
性
を
調
査

す
る
。

は
な
ぞ
の
保
育
園
前
に

信
号
機
を

問 

宮
城
の
開
邦
幼
稚
園
か
ら
町
道

３
号
線
に
合
流
す
る
場
合
、
西
原
か
ら

の
車
が
見
え
な
い
。
は
な
ぞ
の
保
育
園

前
に
信
号
機
を
設
置
す
る
よ
う
警
察
へ

要
請
で
き
な
い
か
。

副
町
長　

関
係
機
関
に
要
請
す
る
。

問 

平
成
27
年
度
の
施
政
方
針
に
「
国

道
507
号
現
道
及
び
バ
イ
パ
ス
周
辺
の
企

業
誘
致
」
と
あ
る
。
具
体
的
に
ど
う
取

り
組
む
か
。

副
町
長　

未
利
用
地
を
中
心
に
地
権
者

と
企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
を
検

討
し
て
い
る
。

問

 

国
道

507
号
バ
イ
パ
ス
沿
い
だ
け

で
な
く
、
現
道
も
非
常
に
重
要
で
は
な

い
か
。
津
嘉
山
交
差
点
よ
り
南
側
は
今

後
開
発
の
予
定
は
な
い
。
空
き
店
舗
等

も
有
効
利
用
で
き
る
マ
ッ
チ
ン
グ
が
求

め
ら
れ
る
。
ま
た
地
域
住
民
や
商
売
を

し
て
い
る
方
々
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
企

業
誘
致
に
取
り
組
め
な
い
か
。

経
済
建
設
部
長　

企
業
誘
致
の
マ
ッ
チ

ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
は
初
め
て
の
取
組
で
あ

る
。
ま
ず
商
工
会
の
協
力
を
得
て
、
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
い
。
そ
の
状
況
に

よ
り
、
一
括
交
付
金
の
活
用
や
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
持
ち
た
い
。

ま
た
、
地
権
者
の
意
向
調
査
も
進
め
る

予
定
で
あ
る
。

町
民
に
伝
わ
る
広
報
を

問 

鹿
児
島
県
霧
島
市
の｢

広
報
誌

の
取
組｣

と
い
う
講
演
を
聞
く
機
会
が

あ
っ
た
。「
広
報
き
り
し
ま
」
は
市
民

の
７
～
８
割
に
読
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

市
民
に
読
ん
で
も
ら
え
る
か
を
徹
底

的
に
追
求
し
て
い
る
。
告
知
や
報
告
に

留
ま
ら
ず
、
多
彩
な
企
画
記
事
や
市
民

参
加
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
ク
ー
ポ
ン
券
や
絵
葉
書
な
ど
の
付
録

等
な
ど
多
彩
な
仕
掛
け
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　
「
広
報
は
え
ば
る
」
も
よ
り
読
ま
れ

る
仕
掛
け
づ
く
り
を
研
究
し
、
改
善
で

き
な
い
か
。

総
務
部
長
　

本
町
も
常
に
停
滞
せ
ず
、

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
け
る
よ
う
な
広

報
づ
く
り
を
取
り
組
み
た
い
。

ど
こ
よ
り
も
子
育
て

し
や
す
い
町
へ

問 

４
月
か
ら
新
た
な
制
度
（
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
）
に
よ
り
保

育
園
、
幼
稚
園
、
学
童
保
育
が
変
わ
る
。

新
制
度
で
は
公
的
施
設
の
利
用
促
進
等

が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
本
町
で
も
翔
南

学
童
は
翔
南
小
を
利
用
し
、
公
設
民
営

の
学
童
で
あ
る
。
翔
南
学
童
の
よ
う
な

公
的
施
設
の
利
用
促
進
や
公
設
民
営
を

広
げ
る
考
え
は
な
い
か
。

民
生
部
長
　

県
内
で
も
何
カ
所
か
の

学
童
ク
ラ
ブ
が
公
設
民
営
で
運
営
さ
れ

て
い
る
。
公
設
民
営
に
つ
い
て
今
後
検

討
し
て
い
く
。
今
の
と
こ
ろ
は
既
存
の

認
可
・
認
可
外
の
学
童
の
利
用
を
進
め

る
。

子ども・子育て
支援新制度を問う
答　3歳児保育のニーズを調査する 花城　清文 議員

企業誘致、
どのように取り組むか
答　地権者と企業のマッチングセミナーを検討している照屋　仁士 議員

コンビニ

至 西原

はなぞの
保育園

合流
危険地点

町道3号線

大名十字路

スマホのアプリで
広報誌が読めます。

スマートフォン等で広報はえばるをいつでも
どこでも読込むことができるようになりました。

QRコード
対応

一
般
質
問
は
質
問
議
員
が
要
約
し
、
広
報
委
員
で
編
集
し
て
い
ま
す
。
会
議
録
は
議
会
事
務
局
や
図
書
館
で
確
認
で
き
ま
す
。
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一
般
質
問 

知
念
　
富
信 

議
員

一
般
質
問 

金
城
　
好
春 

議
員

問 

宮
平
、
喜
屋
武
地
区
の
畑
地
か

ん
が
い
排
水
で
断
水
が
あ
っ
た
。
断
水

の
原
因
は
何
か
。

副
町
長　

宮
平
の
平
原
橋
工
事
箇
所
で
、

か
ん
が
い
排
水
管
の
継
手
部
分
が
抜
け

た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。

問 

宮
平
、
喜
屋
武
地
区
の
畑
地
か
ん

が
い
排
水
管
は
老
朽
化
し
て
い
な
い
か
。

副
町
長　

排
水
管
は
築
18
年
経
過
し
て

い
る
。
し
か
し
、
老
朽
化
は
な
い
と
考

え
る
。
山
川
地
区
や
宮
城
地
区
が
築
29

年
前
後
で
再
整
備
し
て
い
る
。
そ
の
築

年
数
を
ひ
と
つ
の
目
安
と
考
え
る
。

問 

町
内
の
水
利
組
合
が
管
理
し
て
い

る
農
業
用
水
の
水
質
は
適
正
に
管
理
さ

れ
て
い
る
か
。

副
町
長　

南
風
原
ダ
ム
や
山
川
地
区

の
た
め
池
な
ど
は
水
質
検
査
を
年
１
回
、

委
託
業
者
が
行
っ
て
い
る
。

黄
金
森
公
園
の
駐
車
場

確
保
を

問 

黄
金
森
公
園
陸
上
競
技
場
を
使
用

す
る
大
会
等
で
は
駐
車
場
が
不
足
し
て

い
る
。
今
の
状
況
を
ど
う
思
う
か
。

副
町
長　

黄
金
森
公
園
の
駐
車
場
は
、

整
備
を
進
め
る
喜
屋
武
土
地
改
良
区
側

に
36
台
を
設
置
予
定
で
あ
る
。
整
備
後

は
合
計

210
台
と
な
る
。
駐
車
場
の
増
設

が
可
能
か
検
討
し
て
い
く
。

問 

南
風
原
小
学
校
の
運
動
場
を
駐

車
場
と
し
て
使
用
す
る
の
は
、
管
理
に

不
適
当
で
あ
る
。
今
の
状
況
を
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

副
町
長　

町
内
の
公
共
施
設
は
駐
車
場

ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
て
い
る
。
イ
ベ
ン

ト
時
の
運
動
場
利
用
は
や
む
を
得
な
い

状
況
と
考
え
る
。
使
用
後
は
整
地
や
ご

み
拾
い
、
ラ
イ
ン
の
復
旧
作
業
を
行
っ

て
い
る
。

南
風
原
バ
イ
パ
ス
の

早
期
完
了
を

問 

南
風
原
バ
イ
パ
ス
の
新
川
区
～

北
丘
ハ
イ
ツ
区
間
の
工
事
が
着
手
し
な

い
原
因
は
何
か
。

副
町
長　

工
事
着
手
の
条
件
に
、
国
場

川
ま
で
の
排
水
路
整
備
を
先
行
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
。
排
水
路
部
分
の
用
地
取

得
が
難
航
し
て
い
る
と
南
部
国
道
事
務

所
に
確
認
し
た
。

問 

与
那
原
バ
イ
パ
ス
は
、
平
成
30

年
度
に
暫
定
２
車
線
の
開
通
予
定
と

な
っ
て
い
る
。
町
内
路
線
の
交
通
対
策

や
南
風
原
バ
イ
パ
ス
の
工
期
短
縮
を
要

請
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

副
町
長　

町
内
路
線
の
交
通
対
策
に
支

障
が
な
い
よ
う
南
部
国
道
事
務
所
と
協

議
を
進
め
る
。
ま
た
、
南
風
原
バ
イ
パ

ス
の
工
期
短
縮
も
調
整
会
議
で
要
請
し

て
い
く
。

知念　富信 議員

問 

南
星
中
学
校
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

東
側
に
設
置
さ
れ
て
い
る
フ
ェ
ン
ス

は
腐
食
に
よ
り
倒
壊
し
て
危
険
で
あ
る
。

早
急
に
改
善
で
き
な
い
か
。

教
育
長　

現
場
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

フ
ェ
ン
ス
が
倒
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
っ

た
。
一
時
的
で
は
あ
る
が
、
平
成
26
年

度
の
一
般
会
計
予
算
の
範
囲
で
早
急
に

対
応
す
る
。
抜
本
的
な
改
善
を
す
る
に

は
時
間
と
予
算
が
か
か
る
場
合
も
あ
る
。

火
災
警
報
器
設
置
の
推
進
を

問
一
括
交
付
金
で
火
災
警
報
器
を
購

入
し
、
未
設
置
世
帯
に
取
り
付
け
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

副
町
長　

消
防
法
で
は
平
成
18
年
度

以
降
の
新
築
住
宅
に
は
火
災
警
報
器
の

設
置
が
義
務
化
さ
れ
て
い
る
。
自
治
会

で
火
災
警
報
器
を
一
括
購
入
し
、
全
世

帯
に
設
置
し
て
い
る
地
域
も
あ
る
。
一

括
交
付
金
は
個
人
へ
の
給
付
が
で
き
な

い
。
す
で
に
設
置
済
の
地
域
と
の
均
衡

や
町
民
全
体
の
公
平
性
か
ら
考
慮
す
る

と
、
町
が
購
入
し
設
置
を
す
る
こ
と
は

難
し
い
。

農
産
物
の
販
売
促
進
を

問 

農
産
物
を
詰
め
る
袋
や
箱
な
ど
に

町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー｢

は
え
る
ん｣

の

シ
ー
ル
や
チ
ラ
シ
等
を
貼
り
付
け
て
販

売
に
寄
与
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

副
町
長　

特
産
物
の
販
売
促
進
や
町

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
「
は

え
る
ん
」
の
使
用
を
歓
迎
し
て
い
る
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
使
用
希
望
者
に
は
、

デ
ー
タ
の
提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
く
。

問 

本
町
は
ス
タ
ー
フ
ル
ー
ツ
の
拠

点
産
地
と
し
て
県
か
ら
認
定
を
受
け
た
。

販
路
拡
大
や
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
誕
生
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
。

経
済
建
設
部
長　
「
は
え
る
ん
と
野
菜

の
お
友
達
」
と
い
う
本
町
特
産
の
農
産

物
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
い
る
。
ス
タ
ー
フ
ル
ー
ツ
も
拠
点
産

地
の
認
定
を
受
け
た
。
仲
間
た
ち
の
一

員
と
な
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
誕
生
に
向

け
、
果
樹
生
産
部
会
と
も
協
議
・
調
整

し
た
い
。

津
嘉
山
の
下
水
道
整
備
は

問 

津
嘉
山
区
全
域
の
下
水
道
整
備

計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

副
町
長　

津
嘉
山
北
土
地
区
画
整
理

事
業
区
域
内
を
中
心
に
整
備
し
て
い
る
。

未
整
備
の
地
区
に
津
嘉
山
バ
イ
パ
ス
南

側
が
あ
る
。
平
成
27
年
度
よ
り
下
流
側

の
津
嘉
山
自
動
車
学
校
付
近
の
県
道

128

号
線
の
幹
線
か
ら
整
備
を
進
め
る
。

金城　好春 議員

畑地かんがい排水の
安定供給を
答　断水は継手部分の抜けたことが原因

はえるんと野菜のお友達

ピーマン
王子

ゴーヤー
にーにー

はえるん

きゃろりん
ビュウ

リーくん

トマちゃん

たまねぎ
ボーイ

南星中の腐蝕した
フェンスの整備は
答　一時的に現計の予算の範囲で対応する

黄金森公園の駐車場状況
場所 台数 合計

中央部分 97台分

174台分入口側 49台分

桁下 28台分

↓
喜屋武

土地改良区 36台分 ※整備
　予定

整備後合計 210台分
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一
般
質
問 

上
原
喜
代
子 

議
員

一
般
質
問 

大
宜
見
洋
文 

議
員

問 

名
古
屋
グ
ラ
ン
パ
ス
を
受
け
入

れ
た
が
、
来
場
者
数
は
想
定
内
で
あ
っ

た
か
。

教
育
長　

キ
ャ
ン
プ
期
間
中
で
延
べ

１
万
人
余
の
来
場
者
が
あ
っ
た
。
試
合

日
の
観
客
数
は
想
定
内
で
あ
っ
た
。

問 

受
入
体
制
は
十
分
だ
っ
た
か
。

教
育
長　

チ
ー
ム
関
係
者
に
キ
ャ
ン
プ

地
と
し
て
の
環
境
は
十
分
で
あ
っ
た
と

確
認
し
た
。

問 

観
光
地
と
し
て
発
展
さ
せ
る
可

能
性
は
見
い
だ
せ
た
か
。

教
育
長　

来
場
者
数
を
勘
案
し
て
も
、

有
望
な
観
光
資
源
に
な
る
。

問 

受
入
地
と
し
て
の
課
題
は
何
か
。

ま
ち
お
こ
し
の
起
爆
剤
と
し
て
の
要
素

は
何
と
考
え
る
か
。

教
育
長　

次
の
課
題
が
あ
る
。

①
来
客
の
た
め
の
駐
車
場
確
保

②
キ
ャ
ン
プ
受
入
の
経
験
不
足
に
よ
る

段
取
不
足

③
チ
ー
ム
と
の
交
渉
の
窓
口
の
整
備

④
受
け
入
れ
を
活
か
す
た
め
の
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
等
々
の
作
成
と
周
知

　

キ
ャ
ン
プ
受
け
入
れ
は
有
望
な
誘
客

機
会
で
あ
る
。
こ
の
機
会
を
ま
ち
お
こ

し
と
し
て
十
分
に
活
か
す
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
が
起
爆
剤
に
な
る
と
考
え
る
。

問 

今
後
の
機
会
を
考
え
、
取
組
体

制
を
ど
う
展
開
し
て
い
く
か
。

教
育
長　

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
体
制
に
、
も
う
少
し
町
民
を
巻
き
込

む
方
法
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

問 

南
風
原
物
産
展
も
キ
ャ
ン
プ
受

入
と
同
時
開
催
さ
れ
た
。
イ
オ
ン
南

風
原
店
と
提
携
し
、
両
会
場
間
の
巡
回

バ
ス
も
導
入
さ
れ
た
。
効
果
は
ど
う
で

あ
っ
た
か
。

副
町
長　

巡
回
バ
ス
は
、
駐
車
場
の

確
保
や
待
ち
時
間
、
移
動
時
間
の
面
で
、

よ
い
効
果
と
な
っ
た
。

問 

滞
在
型
ツ
ア
ー
等
の
計
画
も
求

め
ら
れ
る
。
地
域
の
発
信
力
と
独
創
的

な
本
場
の
味
の
見
せ
方
、
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
の
必
要
性
は
な
い
か
。

副
町
長　

町
内
の
事
業
所
や
地
域
住
民

が
観
光
に
対
す
る
気
持
ち
を
一
つ
に
す

る
よ
う
働
き
か
け
る
。
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
進
行
に
全
庁
的
に
取
り
組
む
。

問 

拠
点
産
地
認
定
の
農
産
物
に
脚

光
を
当
て
る
た
め
に
も
ふ
る
さ
と
納
税

を
推
進
で
き
な
い
か
。

総
務
部
長
　

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を

展
開
し
本
町
を
発
展
さ
せ
た
い
。
ふ
る

さ
と
納
税
に
も
つ
な
げ
て
い
く
。

上原　喜代子 議員

問 

耐
震
性
の
問
題
や
老
朽
化
な
ど

で
建
て
替
え
の
要
望
の
あ
る
自
治
公
民

館
は
あ
る
か
。
建
て
替
え
を
進
め
て
い

く
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
優
先
順
位
を
数

値
化
で
き
る
か
。

副
町
長　

自
治
会
公
民
館
の
建
て
替
え

に
つ
い
て
、
宮
平･

兼
本
ハ
イ
ツ･

津

嘉
山
の
３
自
治
会
か
ら
相
談
が
あ
る
。

総
務
部
長
　

優
先
順
位
を
数
値
化
す

る
に
は
築
年
数
や
字
の
人
口
に
対
す
る

床
面
積
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
宮
平
公

民
館
は
老
朽
化
し
て
い
る
。
人
口
に
対

し
て
も
非
常
に
狭
い
。
そ
の
た
め
今
の

と
こ
ろ
宮
平
公
民
館
の
建
て
替
え
を
考

え
て
い
る
。

問 

補
助
金
に
頼
ら
な
い
公
民
連
携

で
の
建
て
替
え
の
可
能
性
は
あ
る
か
。

岩
手
県
紫し

わ波
町
の
「
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
町
有
地
を
活
用
し
て
公
民

の
複
合
施
設
を
整
備
）」
は
参
考
に
な

ら
な
い
か
。

副
町
長　

可
能
な
限
り
国
や
県
の
補
助

金
等
を
活
用
し
た
い
。
自
治
会
住
民
か

ら
の
寄
附
金
や
積
立
金
、
町
の
補
助
金

で
建
て
替
え
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
提
案
の
取
組

を
含
め
て
研
究
し
て
い
く
。

町
立
図
書
館
を

課
題
解
決
型
図
書
館
に

問 

地
域
の
資
料･

情
報
を
活
用
し
、

問
題
解
決
す
る
「
課
題
型
図
書
館
」
が

注
目
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
図
書
館
か
。

教
育
長　

地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
、

課
題
に
応
じ
た
図
書
資
料
を
収
集
す
る

図
書
館
で
あ
る
。
解
決
方
法
の
デ
ー
タ

蓄
積
も
行
う
。

問 

町
立
図
書
館
も
課
題
解
決
型
図

書
館
を
目
指
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
部
長
　

運
営
方
針
は
図
書
館
審

議
会
で
設
定
す
る
。
子
育
て
支
援
の
努

力
目
標
を
中
心
に
取
り
組
む
と
設
定
し

て
い
る
。

空
き
家
対
策
の
状
況
は

問 

若
者
同
士
の
ル
ー
ム
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
が
増
え
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
で

は
高
齢
者
と
若
者
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
で

「
絆
」
が
生
ま
れ
、
地
域
力
ア
ッ
プ
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
本
町
で
も
導
入

で
き
な
い
か
。

教
育
長　

ル
ー
ム
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
物

件
は
増
え
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
欧
米
と

比
較
す
る
と
浸
透
し
て
い
な
い
。
町
内

で
は
県
営
団
地
以
外
は
個
人･

企
業
の

賃
貸
物
件
と
な
る
。
賃
貸
契
約
は
個
々

の
考
え
で
行
わ
れ
る
。
町
に
よ
る
ル
ー

ム
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
促
進
は
困
難
で
あ
る
。

自治会公民館の
建て替え計画はあるか
答　宮平･兼本ハイツ･津嘉山の3自治会から相談がある

大宜見　洋文 議員

地
域
発
信
力
の
強
化
と

観
光
を
関
連
付
け
る

事
業
の
あ
り
方
は

答
　
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
振
興
に
全
庁
的
に
取
り
組
む

○
中
小
企
業
振
興
条
例
の
進
捗
は

○
総
合
計
画
の
住
民
会
議
か
ら

　「
は
え
ば
る
大
学
」
に
つ
な
げ
よ

○
公
共
交
通
特
区
の
申
請
を

○
町
内
事
業
所
の
原
付
バ
イ
ク
は

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

亀裂の入った宮平公民館の壁

宮平公民館

名古屋グランパスによるサッカー教室
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一
般
質
問 

大
城
　
勝 

議
員

一
般
質
問 

宮
城
　
寛
諄 

議
員

問
本
町
は
急
速
な
都
市
化
で
、
車
の

往
来
も
激
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
照
屋

給
油
所
付
近
も
横
断
歩
道
は
設
置
さ
れ

て
い
る
が
、
信
号
機
が
な
い
。
信
号
機

設
置
は
差
し
迫
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ

る
。
信
号
機
設
置
を
検
討
し
て
い
る
場

所
は
あ
る
か
。

副
町
長　

照
屋
給
油
所
付
近
の
交
差
点

を
含
め
、
町
内
18
カ
所
の
信
号
機
設
置

を
与
那
原
警
察
署
に
要
請
し
て
い
る
。

問
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

が
通
学
時
に
交
通
安
全
指
導
を
し
て
い
る
。

町
は
交
通
安
全
行
政
を
ど
う
考
え
る
か
。

副
町
長　

県
交
通
安
全
推
進
協
議
会
か

ら
平
成
26
年
度
に
交
通
死
亡
事
故
抑
止

功
労
の
あ
っ
た
自
治
体
と
し
て
表
彰
を

受
け
た
。
今
後
も
交
通
安
全
の
普
及
活

動
を
推
進
す
る
。

問
交
通
安
全
指
導
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
対
し
感
謝
の
気
持
ち
を
育
む
教
育
が

学
校
現
場
で
は
な
さ
れ
て
い
る
か
。

教
育
長　

子
ど
も
た
ち
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
へ
お
礼
の
感
想
文
や
感
謝
状
、
花
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
を
送
っ
て
い
る
。

職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

へ
の
対
応
は

問
町
民
へ
の
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
考
え
る
と
き
、
町
職
員
が
健
康
で

あ
る
こ
と
は
大
切
で
あ
る
。
健
康
管
理

体
制
は
ど
う
か
。

副
町
長　

町
保
健
師
職
員
を
衛
生
管
理

者
と
し
て
置
い
て
い
る
。
人
間
ド
ッ
ク

受
診
も
義
務
付
け
て
い
る
。
心
身
面
で

は
人
事
担
当
と
連
携
し
た
サ
ポ
ー
ト
体

制
が
あ
る
。

問
町
職
員
の
笑
顔
対
応
は
、
住
民
へ

の
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
の
一
歩
だ
と
考

え
る
。
笑
顔
づ
く
り
を
接
遇
教
育
に
取

り
入
れ
ら
れ
な
い
か
。

副
町
長　

日
頃
か
ら
笑
顔
で
の
住
民
対

応
を
心
掛
け
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

健
康
推
進
を
図
る
施
策
を

問
町
民
の
健
康
推
進
を
図
る
施
策
が

大
切
で
あ
る
。
役
場
町
民
ロ
ビ
ー
内
に

血
圧
計
や
体
重
計
、
身
長
計
な
ど
を
設

置
し
、
町
民
へ
の
健
康
発
信
コ
ー
ナ
ー

を
作
れ
な
い
か
。

副
町
長　

健
康
づ
く
り
事
業
の
一
環
と

し
て
予
算
計
上
し
、
設
置
を
予
定
し
て

い
る
。

民
生
部
長
　

健
康
増
進
に
努
め
て
い

る
こ
と
を
発
信
し
て
い
き
た
い
。

問
町
民
の
野
菜
摂
取
へ
の
関
心
度
を

上
げ
る
た
め
、
食
堂
経
営
者
に
健
康
野

菜
メ
ニ
ュ
ー
を
提
示
で
き
な
い
か
。
町

が
認
証
す
る
健
康
食
の
認
証
店
制
度
が

作
れ
な
い
か
。

副
町
長　

食
堂
経
営
者
か
ら
相
談
が
あ

れ
ば
、
町
も
対
応
す
る
こ
と
は
可
能
だ

と
考
え
る
。

大城　勝 議員

健康づくりを呼びかけるポスター

問 

小
中
学
校
の
普
通
教
室
に
特
に

暑
い
教
室
が
あ
る
。
暑
い
教
室
へ
の

ク
ー
ラ
ー
設
置
に
つ
い
て
各
学
校
か
ら

要
望
が
出
さ
れ
た
。
新
年
度
予
算
に
ど

う
反
映
さ
れ
い
て
い
る
か
。

教
育
長　

平
成
27
年
度
は
南
風
原
中
学

校
４
教
室
に
ク
ー
ラ
ー
設
置
を
予
算
計

上
し
て
い
る
。

問 

平
成
28
年
度
か
ら
の
ク
ー
ラ
ー

設
置
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

教
育
長　

実
施
計
画
に
計
上
し
、
１
校

１
校
整
備
し
て
い
く
。

文
化
財
・
史
跡
・
名
所
等
の

管
理
は

問 

町
の
文
化
財･
名
所
な
ど
に
ご
み

が
捨
て
ら
れ
て
い
た
り
す
る
。
廃
車
が

放
置
さ
れ
て
い
る
所
も
あ
る
。
管
理
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

教
育
長　

町
の
文
化
財
保
護
条
例
で
は

「
所
有
者
が
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
な
っ
て
い
る
。

生
涯
学
習
文
化
課
長　

廃
車
放
置
は
宇

平
橋
の
碑
の
周
辺
で
あ
る
と
思
う
。
こ

の
場
所
は
町
指
定
文
化
財
で
は
な
い
た

め
所
有
者
が
管
理
す
べ
き
で
あ
る
。

問 

宇
平
橋
に
建
て
ら
れ
た
碑
は
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
が
町
内
の

名
所
の
ひ
と
つ
と
思
う
。
文
化
課
と
し

て
見
回
り
、
注
意
す
る
こ
と
も
必
要
で

は
な
い
か
。

教
育
長　
「
所
有
者
の
管
理
」
で
は
あ

る
が
町
の
大
事
な
文
化
財
は
状
況
を
確

認
し
て
い
く
。
管
理
者
が
処
置
で
き
る

か
、
不
法
投
棄
に
当
た
る
か
を
確
認
し
、

所
管
部
署
と
連
携
し
て
解
消
し
て
い
く
。

河
川
の
整
備
を

問 

宮
平
川
、
長
堂
川
を
交
互
に
整

備
を
し
て
い
く
と
い
う
方
針
が
あ
る
。

両
河
川
と
も
だ
い
ぶ
土
砂
が
堆
積
し
て

い
る
。
大
雨
前
に
浚
渫
を
行
う
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

副
町
長　

現
場
調
査
で
土
砂
の
堆
積
を

確
認
し
て
い
る
。
優
先
順
位
の
高
い
箇

所
か
ら
大
雨
前
に
は
浚

し
ゅ
ん
せ
つ渫
（
河
川
な
ど

の
底
面
か
ら
土
を
取
り
去
る
工
事
）
し

た
い
。

経
済
建
設
部
長　

平
成
27
年
度
も
26
年

度
同
様
に
予
算
を
組
ん
で
い
る
。
４
月
に

は
発
注
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

子
ど
も･

子
育
て
支
援
新
制

度
に
向
け
て

問 

子
ど
も･

子
育
て
支
援
新
制
度
を

受
け
て
、
本
町
の
幼
稚
園
を
３
～
５
歳

の
児
童
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
の

か
。

教
育
長　

町
立
幼
稚
園
の
４
歳
児
保

育
は
平
成
28
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
く
。

３
歳
児
保
育
は
、
ニ
ー
ズ
調
査
や
職
員

体
制
を
検
討
す
る
。

小中学校への
クーラー設置は
答　平成27年度に南風原中学校を整備し順次行う

宮城　寛諄 議員

信号機の設置は
喫
き っ き ん

緊の課題
答　町内18ヵ所の設置を要請している。

長堂川の浚渫作業
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一
般
質
問 

大
城
　
毅 

議
員

一
般
質
問 

浦
崎
み
ゆ
き 

議
員

問 

自
由
民
主
党
の
憲
法
改
正
草
案

で
は
、
第
９
条
の
２
と
し
て
国
防
軍
の

規
定
を
置
い
て
い
る
。
報
道
に
よ
れ
ば
、

安
倍
政
権
は
、
来
年
の
参
議
院
選
挙
の

あ
と
に
も
憲
法
改
正
の
発
議
を
と
構
え

て
い
る
。
町
長
の
見
解
は
ど
う
か
。

町
　
長　

安
倍
総
理
が
進
め
て
い
る
憲

法
改
正
は
、
平
和
憲
法
の
な
し
崩
し
に

つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
。
容
認
す
る
も

の
で
は
な
い
。
改
正
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

も
っ
と
国
民
と
論
議
を
深
め
て
、
時
間

を
か
け
て
進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

早
急
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
る
。

民
意
に
反
す
る

辺
野
古
新
基
地
建
設
を

止
め
る
た
め
に

ど
う
行
動
す
る
か

問
昨
年
の
名
護
市
長
選
挙
、
名
護
市

議
選
挙
、
県
知
事
選
挙
、
更
に
衆
議
院

選
挙
で
県
民
の
民
意
は
辺
野
古
新
基
地

建
設
を
許
さ
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
安
倍
政
権
は
、
辺
野

古
新
基
地
建
設
を
強
行
し
て
い
る
。
建

設
を
止
め
さ
せ
る
た
め
に
、
建
白
書
実

現
の
立
場
か
ら
町
長
は
ど
う
行
動
す
る

か
。

町
　
長　

建
白
書
を
堅
持
す
る
意
思
を

貫
く
。
翁
長
知
事
と
と
も
に
普
天
間
飛

行
場
の
閉
鎖
と
新
基
地
建
設
に
つ
い
て

県
民
総
ぐ
る
み
の
運
動
を
継
続
す
る
こ

と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
る
。

認
可
外
保
育
園
へ
の

空
調
整
備
の
助
成
は

問 

平
成
26
年
３
月
定
例
会
で
検
討
す

る
と
答
弁
し
た
認
可
外
保
育
園
へ
の
空

調
整
備
の
助
成
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

町
　
長　

平
成
27
年
度
予
算
に
、
な
な

い
ろ
乳
幼
児
園
、
よ
な
は
保
育
園
、
さ

く
ら
保
育
園
、
な
で
し
こ
学
園
の
４
園

分
を
計
上
し
て
い
る
。

バ
ス
停
へ
の
屋
根
設
置
を

問 

当
間
原
バ
ス
停
の
屋
根
設
置
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

副
町
長　

当
間
原
バ
ス
停
は
用
地
や
物

件
交
渉
が
難
航
し
て
い
る
。
今
年
度
で

の
屋
根
設
置
は
厳
し
い
と
南
部
国
道
事

務
所
か
ら
報
告
を
受
け
た
。

問 

そ
の
他
の
県
道･

国
道
も
バ
ス
停

の
屋
根
設
置
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

副
町
長　

役
場
前
の
県
道

241
号
線
や
国

道
507
号
な
ど
へ
の
屋
根
設
置
を
要
請
し

て
い
る
。
南
部
国
道
事
務
所
か
ら
優
先

度
の
高
い
所
か
ら
進
め
て
い
く
と
説
明

を
受
け
た
。

大城　毅 議員

問 

難
聴
は
軽
度･

中
度･

重
度
の
３

つ
の
聴
力
レ
ベ
ル
に
分
か
れ
て
い
る
と

い
う
。
重
度
難
聴
者
は
障
害
者
手
帳
が

交
付
さ
れ
、
補
聴
器
購
入
に
助
成
が
あ

る
。
し
か
し
、
軽
度･

中
度
難
聴
者
は

全
額
自
己
負
担
と
聞
い
た
。
町
は
聴
覚

障
が
い
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

副
町
長　

障
害
者
手
帳
を
交
付
さ
れ
た

方
に
対
し
、
補
聴
器
の
給
付
と
修
理
の

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
聴
覚
障
が
い
の

方
が
手
話
通
訳
が
必
要
な
場
合
に
通
訳

士
を
派
遣
し
て
い
る
。
ま
た
手
話
奉
仕

員
養
成
講
座
も
開
催
し
て
い
る
。

問 

県
は
新
規
事
業
と
し
て
軽
度
・

中
度
難
聴
児
へ
の
補
聴
器
購
入
費
の
助

成
事
業
を
計
上
し
て
い
る
。
子
ど
も
の

場
合
は
成
長
に
合
わ
せ
て
買
い
換
え
る

必
要
が
生
じ
る
。
そ
の
た
め
保
護
者
の

経
済
的
負
担
は
大
き
い
。
こ
の
事
業
の

主
体
は
市
町
村
と
な
る
が
本
町
の
取
組

は
ど
う
か
。

副
町
長　

県
が
事
業
を
実
施
す
る
場
合
、

町
も
助
成
事
業
と
し
て
補
正
予
算
を
組

み
対
応
す
る
。

民
生
部
長
　

対
象
年
齢
は
３
歳
～
18

歳
と
な
る
。
周
知
は
町
の
広
報
誌
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
す
る
。
対
象
年

齢
を
考
慮
し
、
保
育
園
や
小
学
校
、
中

学
校
、
高
校
等
へ
も
チ
ラ
シ
配
布
等
を

行
う
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
問
う

問 

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
位
置
付
け
は
社
協
と
行
政
ど
ち
ら
が

先
か
。
行
政
が
先
頭
に
立
ち
運
営
す
る

こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
ど
う
考
え
る
か
。

町
　
長　

町
地
域
防
災
計
画
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
と
継
続

的
活
動
支
援
を
位
置
付
け
て
い
る
。
町

の
災
害
対
策
本
部
と
並
行
し
て
社
協
が

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
立
ち

上
げ
る
。
県
の
社
協
は
後
方
支
援
を
行

う
。
災
害
発
生
時
に
は
皆
が
連
携･

協

力
し
て
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
立
ち
上
げ
、
運
営
を
行
っ
て
い
く
こ

と
に
な
る
。

問 

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

運
営
支
援
の
経
験
を
持
つ
団
体
等
と
具

体
的
な
会
議
を
持
つ
必
要
は
な
い
か
。

町
　
長　

過
去
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
経
験
さ
れ
た
方
々

の
協
力
は
、
大
変
心
強
い
。
町
社
協
や

県
社
協
と
連
携
し
な
が
ら
、
経
験
者
と

の
つ
な
が
り
方
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

安倍政権の憲法改正
の動きをどう思うか
答　平和主義を崩すもので､ 容認できない

○
こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の

　
拡
充
は

○
町
税
・
国
保
税
の
相
談
か
ら

　
生
活
保
護
に
つ
な
ぐ
対
応
を

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

聴力のレベル 補聴器購入

軽度
生活には支障がないが
聞こえづらい

全額自己負担

中度
日常生活に支障はあるが
補聴器がなくても
生活できなくもない

全額自己負担

重度
生活には支障がある
（障害者手帳交付）

１割自己負担

軽
度
・
中
度
難
聴
児
へ
の

補
聴
器
助
成
を

答
　
南
風
原
町
も
実
施
し
、
周
知
も
行
う

浦崎　みゆき 議員

町内認可外保育園の児童数  （平成27年4月1日現在）

認可外保育園 児童数 認可外保育園 児童数
よなは保育園 125人 なないろ乳幼児園 86人
たんぽぽ保育園 55人 さくらんぼ保育園 66人
開邦幼児学園 76人 みなみのこ保育園 31人
なでしこ学園 58人 育伸北丘幼児園 4人
やまびこ保育園 65人 さくら乳児園 23人

めだか保育園 32人 沖縄ヤクルト南風原
センター託児所 4人

※報告のある保育園のみ掲載 合計 625人



23 平成27年3月定例会　はえばる議会だより189号 22平成27年3月定例会　はえばる議会だより189号

一
般
質
問 

赤
嶺
奈
津
江 

議
員

一
般
質
問 

玉
城
　
勇 

議
員

問 

第
五
次
総
合
計
画
は
一
括
交
付

金
を
踏
ま
え
て
計
画
策
定
で
き
な
い
か
。

副
町
長　

第
五
次
総
合
計
画
は
、
沖
縄

21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
計
画
に
沿
っ
た
策
定

と
な
る
。
そ
の
た
め
、
一
括
交
付
金
を

踏
ま
え
て
計
画
策
定
し
て
い
く
。

問 

総
合
計
画
と
一
括
交
付
金
の
担

当
は
企
画
財
政
課
で
あ
る
が
、
各
課
と

の
調
整
を
行
う
部
門
も
置
く
べ
き
で
は

な
い
か
。

総
務
部
長
　

効
率
的
に
ど
う
業
務
に

取
り
組
ん
で
い
く
か
、
調
整
を
行
う
部

門
を
置
く
か
、
検
討
し
て
い
く
。

子
ど
も
子
育
て
支
援

新
制
度
の
周
知
徹
底
を

問 

子
ど
も･

子
育
て
支
援
新
制
度
の

周
知
を
問
う
。
待
機
児
童
へ
の
周
知
は

し
て
い
る
か
。
保
育
園
で
も
年
長
ク
ラ

ス
に
申
し
込
ん
だ
保
護
者
に
対
し
て
の

新
体
制
の
周
知
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

副
町
長　

幼
稚
園
の
制
度
が
変
わ
る
が

保
育
園
の
保
護
者
に
周
知
が
不
足
し
て

い
る
。
平
成
27
年
度
に
保
育
園
の
５
歳

児
保
育
を
利
用
す
る
予
定
の
全
保
護
者

に
対
し
、
３
月
10
日
に
町
立
幼
稚
園
の

新
体
制
に
つ
い
て
チ
ラ
シ
を
配
布
し
た
。

町
立
体
育
館
の
建
設
を

問 

本
町
は
人
口
も
増
加
し
、
ス
ポ
ー

ツ
も
盛
ん
で
あ
る
。
陸
上
競
技
場
や
野

球
場
も
整
備
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

町
立
の
体
育
館
が
な
い
。
近
隣
市
町
の

体
育
館
を
利
用
し
よ
う
と
し
て
も
、
そ

の
地
域
住
民
が
優
先
さ
れ
る
。
利
用
で

き
な
い
こ
と
が
多
い
。
本
町
に
も
町
立

体
育
館
を
建
設
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
部
長
　

幼
稚
園
の
増
築
や
学
校

の
延
命
化
と
い
っ
た
事
業
が
あ
る
。
体

育
館
の
建
設
は
財
政
的
に
難
し
い
。

災
害
時
避
難
施
設
の

補
修
計
画
は

問 

町
長
は
施
策
方
針
で｢

災
害
時
避

難
施
設
の
補
修
等
を
行
っ
て
い
く｣

と

述
べ
て
い
る
。
今
後
の
補
修
計
画
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

副
町
長　

平
成
27
年
度
は
神
里
構
造
改

善
セ
ン
タ
ー
の
改
修
を
予
定
し
て
い
る
。

そ
の
後
は
、
地
域
の
要
望
や
必
要
箇
所

を
踏
ま
え
実
施
を
し
て
い
く
。

赤嶺　奈津江 議員

問 

平
成
26
年
度
中
に
、
土
地
改
良

区
内
に
位
置
確
認
表
示
板
の
設
置
す
る

こ
と
を
検
討
す
る
と
あ
っ
た
。
計
画
は

進
ん
で
い
る
か
。

副
町
長　

平
成
26
年
度
中
で
設
置
で
き

る
よ
う
検
討
を
行
っ
て
い
た
。
設
置
範

囲
や
財
源
等
を
検
討
し
た
結
果
、
平
成

27
年
度
に
宮
城
土
地
改
良
区
域
か
ら
取

り
組
み
た
い
。
一
括
交
付
金
の
活
用
を

考
え
て
い
る
。

危
険
な
狭
隘
道
路
に

ハ
ン
プ
の
設
置
を

問 

集
落
内
の
危
険
な
道
路
を
安
全･

安
心
な
道
路
に
す
る
た
め
ハ
ン
プ(

道

路
を
凸
状
に
す
る
こ
と)

の
設
置
が
必

要
で
あ
る
が
検
討
さ
れ
て
い
る
か
。

副
町
長　

近
隣
市
町
村
を
参
考
に
地
域

か
ら
の
設
置
要
望
が
あ
れ
ば
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

待
機
児
童
解
消
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か

問 

保
育
園
の
待
機
児
童
を
解
消
す

る
た
め
の
取
り
組
み
は
進
め
ら
れ
て
い

る
か
。

副
町
長　

平
成
27
年
度
か
ら
29
年
度
の

３
カ
年
間
で
待
機
児
童
解
消
を
目
指
し

て
取
り
組
む
。

民
生
部
長
　

平
成
27
年
度
で
保
育
園

の
分
園
２
カ
所
、
事
業
所
内
保
育
園
１

カ
所
の
計
画
が
あ
る
。
今
後
保
育
園
の

改
築
等
で
30
人
の
定
数
増
も
考
え
て
い

る
。
さ
ら
に
、
小
規
模
保
育
園
が
３
年

間
で
４
カ
所
、
そ
し
て
今
あ
る
認
可
園

の
定
数
増
な
ど

340
人
の
増
で
待
機
児
童

ゼ
ロ
に
な
る
よ
う
計
画
を
し
て
い
る
。

問 

保
育
園
の
待
機
児
童
を
解
消
す

る
に
は
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
か
。

副
町
長　

幼
稚
園
の
５
歳
児
と
４
歳

児
の
入
園
児
童
数
を
予
測
し
な
が
ら
考

え
る
必
要
が
あ
る
。
認
可
保
育
園
の
改

装
や
分
園
、
さ
ら
に
認
可
外
保
育
園
の

認
可
化
や
小
規
模
保
育
園
等
の
設
置
に

取
り
組
む
。
施
設
の
増
え
過
ぎ
も
不
足

も
問
題
で
あ
る
。
慎
重
に
進
め
な
が
ら
、

中
間
見
直
し
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

延
長
保
育
で
教
育
と

事
故
へ
の
対
応
は
大
丈
夫
か

問 

幼
稚
園
の
延
長
保
育
が
行
わ
れ

て
い
る
。
幼
稚
園
教
育
及
び
事
故
の
対

応
は
協
議
さ
れ
て
い
る
か
。

教
育
長　

幼
稚
園
教
育
の
目
的
や
目
標

及
び
幼
稚
園
教
育
の
基
本
を
踏
ま
え
て

預
か
り
保
育
を
実
施
す
る
。
事
故
の
対

応
は
、
緊
急
連
絡
体
制
に
基
づ
い
て
処

理
す
る
。

土地改良地内に
位置確認表示板を
設置せよ
答　一括交付金の活用を目指し平成27年度から取り組む 玉城　勇 議員

第五次総合計画は
一括交付金を
踏まえた計画を
答　一括交付金を踏まえて計画策定していく

改修予定の神里構造改善センター

○
公
共
施
設･

学
校
に

　
人
感
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ト
の
設
置
を

○
団
体
や
町
の
行
事
は

　
重
な
ら
な
い
よ
う
調
整
を

○
那
覇
市･

南
風
原
町
環
境
施
設

　
組
合
の
負
担
金
を
問
う

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

読谷村の土地改良地区には緊急用標識が設置されています。
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近

代
美

術

町民の声
　

１
９
４
５
年
に
日
本
が
敗
戦

し
、
今
年
で
戦
後
70
年
。

　

だ
が
、
憲
法
改
正
、
集
団
的

自
衛
権
、
そ
し
て
辺
野
古
へ
の

新
基
地
建
設
に
関
す
る
ニ
ュ
ー

ス
が
毎
日
流
れ
て
い
る
。
い
つ

の
間
に
か
、
戦
争
と
い
う
言
葉

が
国
際
貢
献
と
い
う
言
葉
に
隠

れ
て
い
る
よ
う
な
恐
ろ
し
さ
を

感
じ
る
。

　

第
１
回
南
風
原
町
議
会
定
例

会
で
は
、
３
月
９
日
に
意
見
書

第
１
号
「
安
倍
政
権
に
よ
る
民

意
無
視
で
の
辺
野
古
新
基
地
建

設
の
強
行
に
抗
議
し
、
新
基
地

建
設
の
中
止
と
普
天
間
基
地
の

閉
鎖
・
撤
去
を
求
め
る
意
見

書
」
が
賛
成
多
数
が
可
決
さ
れ

た
。

　

だ
が
、
肝
心
の
そ
の｢

意
見

書
の
内
容｣

と｢

町
民
の
一
票

を
託
し
た
議
員
の
賛
否
は
ど
う

だ
っ
た
か｣
を
ど
れ
ほ
ど
の
南

風
原
町
民
が
知
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
た
く
さ
ん
の
町
民
に

知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
議
会

か
ら
強
く
発
信
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　

沖
縄
に
は
今
で
も
戦
争
の

生
々
し
い
傷
跡
が
残
っ
て
い
る
。

南
風
原
町
に
も
沖
縄
陸
軍
病
院

南
風
原
壕
群
20
号
や
南
風
原
文

化
セ
ン
タ
ー
の
展
示
物
が
あ
る
。

津
嘉
山
の
住
宅
地
に
は
弾
痕
の

残
る
壁
も
あ
る
。
町
で
こ
れ
ら

を
も
っ
と
活
か
す
こ
と
は
で
き

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

小
雨
の
降
る
黄
金
森
公
園
を

散
歩
し
な
が
ら
、
平
和
の
鐘
・

憲
法
9
条
の
碑
を
前
に
そ
ん
な

事
を
考
え
た
。

戦
後
70
年
に
考
え
る

兼
城

小こ
ば
や
し林

　
拓た

く

也や 

さ
ん

表紙の写真をお寄せください
　あなたの作品を議会だよりに掲載しませんか。表紙の写真
を募集中です。町内で撮影した笑顔あふれるお写真をお待ち
しています。ご意見・要望なども広く募集しています。

連絡先：議会事務局（担当：新
しんじょう

城）
TEL.889-3097   FAX.889-4499
E-Mail　H8893097@town.haebaru.okinawa.jp

●
委
員
長

　
金
城
　
好
春

●
副
委
員
長

　
赤
嶺
　
奈
津
江

●
委
員

　
大
宜
見
　
洋
文

　
照
屋
　
仁
士

　
赤
嶺
　
雅
和
　

　
宮
城
　
寛
諄

広
報
委
員
会

南風原町議会中継

中村　勝 氏（宮平）
6期24年､ 町議会議員として住民福祉の
向上に貢献しました。また平成22年から
は議長を務め、地方自治の発展に取り組
み、町から4月1日に表彰されました。

町功労賞を受賞

受賞

 

故 玉城　光雄 氏（宮城）
9期36年にわたり地方自治の発展に貢献
し、国から叙位を表彰されました。

正六位旭双光章を受賞

受賞

　

2
月
2
〜
5
日
、
広
報
委
員
会

の
所
管
事
務
調
査
で
鳥
取
県
大だ
い
せ
ん山
町
、

北
栄
町
、
兵
庫
県
太
子
町
を
訪
問

し
ま
し
た
。（
詳
細
Ｐ
11
）
テ
ー

マ
は
議
会
広
報
誌
の
改
善
と
議
会

報
告
会
等
の
先
進
的
事
例
を
学
ぶ

こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
調
査
で
、
広
報
に
お
い
て

①
旬
な
情
報
を
で
き
る
だ
け
早
く
。

②
委
員
自
ら
企
画
や
編
集
に
携
わ
る
。

ま
た
議
会
報
告
会
等
で
は
、

①
粘
り
強
く
町
民
が
参
加
で
き
る

機
会
を
提
供
し
続
け
る
。

②
い
か
に
町
民
と
語
り
合
え
る
場

を
企
画
す
る
か
。

な
ど
私
た
ち
の
考
え
て
き
た
こ
と

が
裏
付
け
ら
れ
る
内
容
で
し
た
。

　

5
月
19
・
28
日
に
は
議
会
報
告

会
を
開
催
し
ま
す
。
議
会
へ
の
ご

意
見
な
ど
、
多
く
の
皆
様
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
担
当
／
照
屋　

仁
士
）


